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１．活動内容 

1) 真空断熱材の開発 

 賢材研メンバーで実施した NEDO「マルチセラミックス膜新断熱材料の開発（2007-2011 年度)」の

研究成果を基に開発を継続しています。課題であった、2014 年度から開始された規格化は 2018 年度に

終了し、製品および長期耐久性試験法の 2 つの JIS 原案を提出し、2019 年内に発行される見込みです。

ただ、ISO は日本委員会から提案した長期耐久性試験法が組み込まれましたが、EU の反対で FDIS で

事実上停止しています（発行期限：2018/5 月）。 

2) 健康チェックトイレ 

 2016 年度に開始した、愛知県第Ⅱ期重点研究 PJ「高齢者が安心快適に生活できるロボティックスマート

ホーム（PL：藤田医科大・才藤先生）」が 2018 年度で終了しました。UR 豊明団地内に設置された実証住

宅で、第Ⅰ期 PJ で開発した尿塩分センサの通信、ユーザビリティの検証を実施しました。この他、塩

分摂取量を変えて随時尿の尿塩分から食塩摂取量を推定する研究を栄養科学研究科と共同研究を開始

し、成果も上がってきています。 

3) 高度分析装置を用いた材料評価 

 高度分析装置(シンクロトロン、TEM、オージェ、XPS など)を用いて樹脂、セラミックス、金属など

の微細構造解析を継続しています。メインテーマとしては、濃厚系スラリーを用いる衛生陶器の鋳込み

成形において充填構造や最終製品をスラリーから予測するための分析法の開発、樹脂の複合劣化を予測

するための分析技術の開発を進めています。その他、ナノ薄膜の構造解析なども行っています。 

4) バイオフィルム試験法 

 抗菌製品技術協議会（SIAA）のバイオフィルム標準化委員会(2016-2019 年度)に参画しています。現

在、試験に用いる菌種、静置/流れ、定量法のスクリーニングが進められています。コンディショニング

フィルムの形成は何から始まるか、また、流れ環境でどのように付着していくかについて独自で研究を

開始しました。 
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